
指標 1.a.1 
指標名、ターゲット及びゴール 
指標 1.a.1 貧困削減に焦点を当てた、全てのドナーからの政府開発援助
（ODA）贈与合計（受益国の国民総所得に占める割合） 
ターゲット 1.a あらゆる次元での貧困を終わらせるための計画や政策を
実施するべく、後発開発途上国をはじめとする開発途上国に対して適切かつ予
測可能な手段を講じるため、開発協力の強化などを通じて、さまざまな供給源
からの相当量の資源の動員を確保する。 
ゴール 1 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

 

定義及び根拠 
○ 定義 

貧困削減に焦点を当てた ODA贈与の合計額および対 GNI比。 
貧困削減に関する分野は、基礎的社会サービス（基礎保健、基礎教育、基
礎的な水と衛生（上下水道）、人口プログラム及びリプロダクティブ・ヘル
ス）並びに開発目的の食糧援助として定義付けられる。 

 

○ 概念 

OECD開発援助委員会（DAC）は、ODAを、DAC・ODA受取国・地域リ
ストに掲載された国及び地域、並びに、国際機関に対する資金の流れのうち、
次の条件を満たすものと規定している。 
⑴  国及び政府の政府等の公的機関、またはその執行機関によって供与さ
れる。 

⑵いずれの案件も、 
   a. 開発途上国の経済開発と福祉の促進を主目的とする。 

b. 譲許性を有する。 
（http://www.oecd.org/dac/stats/officialdevelopmentassistancede

finitionandcoverage.htm を参照）貧困削減に焦点を当てた分野である基
礎的社会サービス及び開発目的の食糧援助は、OECD/DAC の Creditor 
Reporting System (CRS)の次のセクター・コードを用いて特定される。 
・11200台 基礎教育 
・12200台 基礎保健 
・14000台 水と衛生 
・16050 基礎的社会サービスのための多部門援助 
・52010 開発目的の食糧援助 

http://www.oecd.org/dac/stats/officialdevelopmentassistancedefinitionandcoverage.htm
http://www.oecd.org/dac/stats/officialdevelopmentassistancedefinitionandcoverage.htm


※ セクター・コードの詳細については、次で参照可能。 
http://www.oecd.org/development/financing-sustainable-

development/development-finance-
standards/purposecodessectorclassification.htm 

 

○ 根拠及び解釈 

開発途上国への ODAの流れの合計は、ドナー国が開発途上国の経済開発
と福祉のために提供する公的努力（非譲許的資金および輸出信用を除く）を
測るものである。ODAにおいて貧困削減に焦点を当てているのは、基礎的
社会サービスおよび開発目的の食糧援助である。 
 

データソース及び収集方法 

OECD/DAC は公的資金及び民間資金の流れについて、1960 年から合計額
レベルで、1973年からは Creditor Reporting Systemを通じた案件別レベ
ルで、データを収集している（CRSデータは、約束額は 1995 年から、支出
額は 2002年から、完全なものと見なされている）。 
ドナーによるデータの報告は、同一の基準および手法で行われる。（詳細は、

http://www.oecd.org/dac/financing-sustainable-
development/development-finance-standards/） 
データの報告は、国の行政機関（援助機関、外務省、財務省など）の統計報

告者により、毎暦年ベースで行われる。 
統計報告者は、各ドナー国機関におけるデータ収集に責任を負う。 
この統計報告者は通常、国の援助機関、外務省、財務省などに配置されてい

る。 
OECDは毎年、資金の流れ（案件別および合計額）に関する調査票を作成し

て各国の統計報告者に送付する。 
 

算出方法及びその他の方法論的考察 

○ 算出方法 

基礎的社会サービス（基礎保健、基礎教育、基礎的な水と衛生（上下水道）、
人口プログラム及びリプロダクティブ・ヘルス）並びに開発目的の食糧援助
に該当する CRS のセクター・コードによって特定される二国間 ODA 贈与
の合計額および対 GNI比。 

 

http://www.oecd.org/development/financing-sustainable-development/development-finance-standards/purposecodessectorclassification.htm
http://www.oecd.org/development/financing-sustainable-development/development-finance-standards/purposecodessectorclassification.htm
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○ コメントと限界 

CRSのデータは 1973年から利用可能。 
ただし、案件別のデータの捕捉が完全であると見なされるのは、約束額は

1995年から、支出額は 2002年からである。 
 

データの詳細集計 

この指標は、ドナー、受取国、資金種別、援助分類、下部セクター、政策マ
ーカー（例：ジェンダー）などに分解可能。 

 

参考 

URL: 全てのリンクはこちらから: 
http://www.oecd.org/dac/stats/methodology.htm 

 

データ提供府省 

外務省 
 

関連政策府省 

外務省 
 

担当国際機関 

経済協力開発機構（OECD） 
 

http://www.oecd.org/dac/stats/methodology.htm

